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ことであった。大学生 288 名（男性 108 名・女性 180 名）を対象に、解離性体験尺度（DES）と
感情制御困難性尺度（J-DERS）からなる質問紙調査を実施した。その結果、DES と J-DERS の得
点の高低には男女差は認められず、相関分析では男女ともに DES 得点と J-DERS 得点との間に有
意な正の相関が示された。しかし続く重回帰分析では、DES と J-DERS との関連の特徴には男女
差が確認され、男性では J-DERS の下位因子のうち、“感情制御方略の少なさ”のみが DES に対
し有意なパスを示したのに対し、女性では、“感情自覚困難”と“行動統制困難”が DES に有意













率が高いことが報告されている（American Psychiatric Association, 2013; Nijenhuis, Spinhoven, Van 
Dyck, Van der Hart, & Vanderlinden, 1996）。しかし一方で、一般大学生を対象とした先行研究では、
解離傾向の高低には性差がないとする報告も多く（Shin, Sung, & Chung, 2009; Yoshizumi, Hamada, 























の促進要因の一つであることが指摘されている（Putnam, 1997; 大河原 , 2008）。一般に感情制御：
Emotion Regulation とは「特定の手段を用いて感情と関連する対人場面や行動、生理状態を制御
すること」（Petermann & Kullik, 2011）や、「個人内で生じた感情の強度を状況に即した適切なレ
ベルに変化させること」（Gross, 1998）と定義されている。感情制御が困難である傾向を測定する
尺度としては、Gratz & Roemer（2004）の Difficulties in Emotion Regulation Scale （以下 DERS）
が一定の信頼性と妥当性を得ており、現在までに DERS はさまざまな感情障害と正の関連を示す
ことが報告されている（例えば Kuo & Linehan, 2009; Roemer et al., 2009）。
解離傾向と感情制御困難性との関連では、Serrano-Sevillano, González-Ordi, Corbí-Gran, & Vallejo-
Pareja（2017）は、一般成人 355 名を対象に調査を行い、解離傾向の高い群は低い群に比べ、


















関東近郊の４年制私立大学に通う学部生 334 名に調査を実施し、その内、回答に欠損のない 288
名が分析対象となった（有効回答率 86.2％）。内訳は男性 108 名、女性 180 名、平均年齢 20.34 歳
（SD=1.33）であった。
2.2．手続き








解離傾向の高さを測定するために、解離性体験尺度日本語版：Dissociative Experiences Scale- Ⅱ




ういうことはない）から 100（いつもそうだ）までの 11 件法により回答を求めた。
③　感情制御困難性を測定する尺度
感情制御困難性を測定するために、日本語版感情制御困難性尺度：Japanese version Difficulties 
in Emotion Regulation Scale（山田・杉江 , 2013　以下 J-DERS と表記）を用いた。本尺度は、
















では変換後の値を用いた。また、各尺度の平均値の性差を確認するため Mann–Whitney の U 検定
を行ったところ、有意差は確認されなかった。次に、各尺度の関連の特徴を男女別に確認するため、
単相関分析を行った（Table ２）。その結果、男性については、DES と J-DERS 総合との間には中
程度の有意な正の相関（r=.61, p<.01）が、DES と J-DERS の４つの下位尺度との間には弱から中
程度の有意な正の相関（r=.47 ～ .59, p<.01）が認められた。女性についても、DES と J-DERS 総合
との間には中程度の有意な正の相関（r=.46, p<.01）が、DES と J-DERS の４つの下位尺度との間
には弱から中程度の有意な正の相関（r=.34 ～ .41, p<.01）が確認された。























次に、DES と J-DERS との関係性の特徴をより詳細に捉えるため、J-DERS の４つの下位尺度を
説明変数、DES を目的変数とし、ステップワイズ法による重回帰分析を男女別に行った。分析で






















































Figure 1 感情制御困難性が 
男性の解離傾向に与える影響(n=108)
 
















DES .61** .47** .48** .59** .47**
J-DERS
総合
.46** .72** .84** .87** .80**
感情自覚
困難
.38** .61** .48** .56** .45**
感情受容
困難
.34** .82** .40** .65** .55**
感情制御方略の
少なさ
.35** .87** .38** .61** .62**
行動統制
困難
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